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個別の教育支援計画・個別の指導計画 

作成と活用のためのハンドブック 
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◆ 個別の教育支援計画とは 

◆ 個別の教育支援計画及び個別の指導計画の位置付け 

個別の教育支援計画及び個別の指導計画は、障害のある児童生徒一人一人に対するきめ細

やかな指導や支援を組織的・継続的かつ計画的に行うために重要な役割を担っています。 

平成 29 年 3 月の学習指導要領の改訂では、特別支援学級に在籍する児童生徒及び通級に

よる指導を受ける児童生徒に対して、作成することが示されました。また、通常の学級に在

籍している障害のある児童生徒（通級による指導は受けていない）についても、個別の教育

支援計画及び個別の指導計画の作成と活用に努めることとされました。 

小学校学習指導要領第１章総則（第４の２の(1)のエ） 

 

エ 障害のある児童などについては、家庭、地域及び医療や福祉、保健、労働等の

業務を行う関係機関との連携を図り、長期的な視点で児童への教育的支援を行う

ために、個別の教育支援計画を作成し活用することに努めるとともに、各教科等

の指導に当たって、個々の児童の実態を的確に把握し、個別の指導計画を作成し

活用することに努めるものとする。特に、特別支援学級に在籍する児童や通級に

よる指導を受ける児童については、個々の児童の実態を的確に把握し、個別の教

育支援計画や個別の指導計画を作成し、効果的に活用するものとする。 

障害のある児童生徒は、長期的な視点で乳幼児期から学校卒業後までの一貫した支援を行

うことが重要です。障害者基本計画では、本人のニーズに応じて生涯にわたり継続的な支援

体制を整えていくために、子供を取り巻く関係機関が連携・協力を図りながら、「個別の支援

計画」を作成することが示されました。このうち、教育機関が中心となって作成するものが、

「個別の教育支援計画」です。 

平成 30 年 8 月には、学校教育法施行規則の一部改正により、個別の教育支援計画が省令

に位置付けられました（第 134 条の 2、第 139 条の 2、第 141 条の 2）。 

※中学校学習指導要領第１章総則（第４の２の(1)のエ）参照 

学校教育法施行規則の一部を改正する省令（平成 30 年８月） 

学校教育法施行規則に以下の規定を新設 

・特別支援学校に在学する幼児児童生徒について、個別の教育支援計画を作成する

こととし、当該計画の作成に当たっては、当該児童生徒等又は保護者の意向を踏

まえつつ、関係機関等と当該児童生徒等の支援に関する必要な情報の共有を図ら

なければならないこととする。（第 134 条の２） 
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◆ 個別の指導計画とは 

個別の教育支援計画を踏まえながら、教育課程における目標や指導内容、指導方法等を具

体化するために作成するのが「個別の指導計画」です。 

個別の指導計画は単元や教科、学期ごと等に応じて作成し、定期的に指導の成果を評価し

ながら、指導の進め方についてその都度見直していきます。指導と評価を重ねることによっ

て、個々の児童生徒への適切な指導の充実を図ります。 

 今回改訂の学習指導要領では、総則のほか、各教科等の指導の「第３ 指導計画の作成と内

容の取扱い」のなかで、「障害のある児童などについては、学習活動を行う場合に生じる困難

さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと」が規定されました。こ

のことを踏まえ、通常の学級に在籍する障害のある児童生徒の各教科等の指導に当たっても、

個別の指導計画を作成するように努めることが大切です。 

また令和 2 年度、小学校から順次実施される新学習指導要領では、特別支援学級に在籍す

る児童生徒及び通級による指導を受ける児童生徒全員に対して、個別の教育支援計画を作成

することが示されました。 

 作成に当たっては、本人や保護者の意向や将来の希望を踏まえて、長期的な視点から目標

を設定します。学校及び関係機関が役割を明確にし、就学前から就学時、そして次の進学先

まで引き継いでいくことで、切れ目のない支援に生かしていくことが求められます。 

・上記の規定について、小・中学校（義務教育学校及び中等教育学校の前期課程を

含む。）の特別支援学級の児童生徒及び小・中学校、高等学校（中等教育学校の

後期課程を含む。）において学校教育法施行規則第 140 条に基づき障害に応じ

た特別の指導である通級による指導を受けている児童生徒について準用する。    

（第 139 条の２，第 141 条の２） 
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目安の時期 内  容 

３月（年度末） 

～ 

４月（年度初め） 

➀ 相談・引継ぎ 

・前任者や他機関から、本人に関する情報やこれまでの取組みについての

情報を引継ぎます。 

・子供が困っている状況について、保護者から相談があった場合は、面談

等の場を設定して、願いや希望を聞き取ります。 

 

４月 

（年度初め） 

➁ 実態把握 

  ・行動観察や聞き取り、チェックリスト等を通して、子供の発達段階や強

みや弱み、学習面・生活面における課題を把握します。また、できる支

援の手立てについても検討します。 

 

➂ 保護者との信頼関係の構築と合意形成 

  ・家庭訪問や面談等の機会を利用して、子供の困難さについて、保護者と

の共通理解を図ります。個別の教育支援計画等の作成について、保護者

の願いや希望を丁寧に聞き取り、作成へと進みます。 

４月 

  ～ 

おおよそ 

５月末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➃ 作成 

  ・収集した情報や本人・保護者の願いを基に、おおよそ３年後を見通した

長期目標を設定（個別の指導計画の場合は学期等で設定）します。 

  ・保護者の同意を得た上で、関係機関と情報交換を行い、目標や支援内容、

提供する合理的配慮等を記入します。 

・原案をもとに校内委員会で検討し、関係職員で共通理解を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

※支援者間で共通理解を図る際のヒントは、P８「個別の計画 活用のための課

題②」を参照 

◆ 個別の教育支援計画等の作成手順とポイント 

個別の教育支援計画等の作成の流れについて一例を示します。例を参考に校内の実情に応

じて柔軟に作成しましょう。 

新担任や特別支援教育コーディネーター等の関係職員 

 

担任（必要に応じて特別支援教育コーディネーター等も参加）、保護者 

‐重要‐ 

担任、特別支援教育コーディネーター、関係職員、関係機関 

〈Point〉 

どんな目標が「実現可能」か、という観点で話し合うことで、支

援者間での共通理解が図られやすくなります。まずは、できること

からスタートしていきましょう。 

３ 



おおよそ 

５月末までに 

 

⑤ 保護者への説明 

  ・個別の教育支援計画等の記載事項について、面談や家庭訪問等の機会を

利用して、保護者に説明し合意形成を図ります。保護者との話し合いを

通じて修正する部分が出てきた場合は、再度検討し、関係者で共通理解

を図ります。 

 

 

完成後 

（随時） 

⑥ 支援の実施 

  ・支援を開始して目標が達成された、もしくは子供の実態とのズレが生じ

てきた場合は、保護者や関係者と目標や支援について見直し、随時修正

を行います。 

 

 

 

 

 

※個別の教育支援計画を基にした支援の実施については、P７「個別の計画 活

用のための課題➀」、P10「PDCA サイクルによる活用の流れ」を参照 

年度末 

（学期） 

⑦ 評価と次年度の目標等の確認（引継ぎの準備） 

  ・年度末（又は学期）に関係者で支援会議を開き、支援の成果と課題を話

し合い、評価を行います。 

  ・次年度に向けて目標や支援内容等の確認を行い、次年度へ引継ぎます。 

 

 

※進級や進学時の引継ぎについては、P15「事例１」、P19「事例３」を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担任、特別支援教育コーディネーター、関係職員、保護者 

〈Point〉 

計画と子供の姿にズレが生じた場合には、設定した目標をさらに

細分化するなど、子供の実態に応じて柔軟に修正を加えていくこと

が大切です。 

担任、特別支援教育コーディネーター、関係職員、保護者 

４ 



 

 

児童生徒氏名
ふ り が な

 〇〇 〇〇 性別  生年月日     年  月  日 

児童生徒 

住    所 

〒 

 

℡（   ）    － 

保護者氏名
ふ り が な

  

緊急連絡先  

これまでの 

生育歴 

（療育・教育歴） 

・早産。出生時体重は 2500ｇ。 

・３歳児健診で言葉の遅れと視線の合いにくさを指摘され、医療機関（〇〇病院〇〇先生）を受診。自閉スペクトラム症

の診断を受ける。 
 

生活の様子 

【好きなこと・得意なこと・困っていること等】 

・自分から同級生に関わることはないが、教師が仲立ちすることで少しずつ他児との関わりが増えてきている。 

・TV 番組「〇〇」のキャラクターが好きで、よく口真似をする。 

 

願い・希望 
【本人】先生や友達への挨拶をがんばりたい。 【保護者】同年齢の子供ともっと関りをもってほしい。 

                           様々なことにチャレンジして、できることを増やしてほしい。 

長期目標 
友達との関わりを増やしながら、自分の気持ちや思いを言葉で伝えられるようになる。 

学校や家庭生活で必要な事柄について、できることを増やす。 

学校における支援 

・遊びや学習活動の中で、他児と関わる機会を作る。言葉によるや

りとりが難しい時は、教師が仲立ちしながら、コミュニケーショ

ンを促すようにする。 

・スモールステップで課題に取り組ませ、シール等を使った称賛を

行って達成感を得られるようにする。 
 

【評価・引継ぎ事項】 

 

関係者による支援 

家庭 

母；料理や掃除等のお手伝いの機

会を作る。 

地域 

水泳教室： 

  週に１回土曜日に参加。 

福祉 
発達支援センター〇〇 

（〇〇相談員）： 

月に１回保護者面談を行う。 

医療 
〇〇病院（〇〇先生）： 

３カ月に１回受診。薬の調整と支

援方針の確認を行う。 
 

服用有（エビリファイ〇㎎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別の教育支援計画（様式例） 

上記の内容について了承します。 

              年 月 日  保護者氏名                印 

・特に決まった様式はありませんが、子供の生育歴や現在の状態、また、本人・保護者の願いや長期

目標、学校と各関係機関における支援の内容についての項目が必要となります。 

・情報収集に当たっては、子供を理解するためだけではなく、指導・支援の手がかりにするという視

点をもって行うことが大切です。担任一人だけでなく、特別支援教育コーディネーターや校内委員

会等がサポートしながら、チームで行います。いつ頃までにどんな情報が必要かを整理し、見通し

をもって進めましょう。 

・個人情報の取扱いには十分留意します。関係機関からの情報を得る場合は、事前に保護者の同意を

得るようにしましょう。 

・長期目標は本人や保護者の願いを大切にし、できるか

ぎり反映させましょう。 

・学校における支援については、原案をもとに保護者と

十分話し合い、校内委員会での検討を通して決まっ

た内容を記入します。 

〔記入日〕      年  月  日 

〔記入者〕              

・子供の好きなこと、興味・関心のあることに

関する情報は、支援を考える上で大切な情報

です。 

ポイント 

５ 



 

 

 

学年 ３年 
氏名
ふりがな

 □□ □□ 性別  生年月日  
（自閉症・情緒障害学級在籍） 

〈得意なこと、興味・関心〉 

・電車のキャラクターが出てくる TV アニメが好き。休み時間はよく

乗り物図鑑を眺めて過ごしている。 

・図工では、乗り物の絵や工作を細かい部分まで丁寧に仕上げること

ができる。 

〈苦手なこと・配慮すること〉 

・大きな集団や騒がしい場所が苦手でイライラしやすい。様子を見

ながら適宜声掛けを行ったり、本人の意思を確認してからクール

ダウンスペースに移動させたりする。 

 実態 目標 指導・支援方法 評価 

日常生活 

・偏食があるが、少しずつ

食べられるものが増え

てきている。 

・朝のランドセルの支度や

帰りの準備等の途中で

遊びに行ってしまうこ

とがある。 

・朝・帰りの支度等を

自分で見通しをもち

ながら行うことがで

きる。 

・一連の流れがわかるように手順表を用意

し、達成できたときはシール等を使って

称賛する。 

 

対人 

・一人で遊ぶことを好む。

他児や慣れない大人に

話しかけられると、固ま

ってしまうことがある。 

・小集団活動の中で、

他児に自分の気持ち

や思いを伝えること

ができる。 

・ゲーム等の活動の中で、教師が仲立ちを

しながら本人が気持ちを表現できるきっ

かけをつくり、難しい時は代弁する。 

・日常的に具体的な場面を取り上げ、友達

の働き掛けに対する応答の仕方を教えた

り、考えさせたりする。 

 

自立活動 

・不快な状況になるとイラ

イラして癇癪を起した

り、泣き出したりする。 

・不快な気持ちになっ

た時、自分から支援

者へクールダウンス

ペースの利用を申し

出ることができる。 

・具体的な場面を取り上げて、誰に、どの

ように援助を求めればいいのかを本人と

確認したり、練習したりする。 

 

国語 

・漢字が得意。毎回の小テ

ストでは９～10 割正解

する。一方、順序立てて

筋道の通った文章を書

くことが苦手である。 

・経験したことを順序

立てて、原稿用紙１

枚分の文章に表すこ

とができる。 

・テーマについてクラスメートや教師と話

し合う時間を作り、イメージやヒントを

得られるようにする。また、「いつ」「誰

が」「何をして」「どう思った」等が書き

込めるメモ用紙を準備し、文章を順序立

てて構成しやすくする。 

 

算数 

・計算が得意で、2 学年程

度の課題に取り組むこ

とができる。一方、文章

題を理解することが苦

手である。 

・文章に含まれる数の

関係を理解して計算

の仕方を考え、２学

年程度の文章題を解

くことができる。 

・本人が興味のもてる乗り物に関する文章

題を用意する。問題に取り掛かる前に、

本人と一緒に絵や図を使って、数字同士

の関係を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別の指導計画（様式例） 

〔記入日〕      年  月  日 

〔記入者〕              

・個別の教育支援計画と同様に決まった様式はありません。目的や用途に応じて、使いやすい様式

にアレンジしたものを使用します。子供の「実態」と「目標」、「指導・支援」、「評価」のつなが

りが確認できるようにすることが大切です。 

・目標は基準や条件がわかりやすい具体的な行動で表記することが重要です。目標が具体的であれ

ば、子供の姿から達成できたかどうか、評価が行いやすくなります。また、各教科の評価は、観

点別学習状況を踏まえて行います。評価の結果から必要に応じて目標の見直しや指導・支援方法

の改善を図りましょう。 

ポイント 

６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 個別の計画 活用のための課題① 

子供に対して、きめ細やかな支援を行っていくために作成する個別の指導計画ですが、十

分に活用されない場合があります。こうした状況が起こる原因の一つになっているのが、「計

画通りに進まない」ということです。 

例えば、集中力が弱い子供に対して、一定時間集中して課題に取り組むという目標を立て

たとしましょう。ところが、なかなか集中力が伸びないといったケースのように、当初ここ

までは到達できるだろうと想定していた子供の姿に届かないことがあります。 

しかし、当初想定していた成長が十分に認められなくても、決して計画が無駄なっている

訳ではありません。大切なのは、計画通りに運ばないことを否定的に捉えず、改善のチャン

スにすることです。 

● 目標に記した 子供の姿と 、実際の子供 の姿とのズ レ 

計画を見直し、計画通りではない原因を分析してみるところから始めましょう。設定した

目標の難易度は子供に合っているでしょうか。難しすぎる場合は、さらに目標を細分化しま

す。そのとき、「指導以前と比べて、こんな姿が見られるようになってきた」という子供の変

化を教師は見逃さないことが大切です。目標を再設定する際の目安になるからです。 
 

原因を分析して解決方法を考えれば、支援の選択肢が増え、効果的な支援へと向かってい

きます。私たち支援者は、個別の計画を作成するときに「全て計画通りに進むわけではない」

とあらかじめ心積もりをしておきましょう。計画通りに進まないからといって失敗だと思

わず、これをチャンスに変えていく柔軟さが大切です。 

● 原因 を分析する視点  

個別の計画を作成・実行 

計画通りに 

子どもが成長しない 

方向性はこれでいいかな？ 

目標の設定は適切かな？  

（簡単or難しすぎないかな？） 

Ｃ 
（評価） 

１０分は難しいけれど… 

課題中に本人の側に行って声掛けすると、

その後もう少しだけ集中して取り組めるよ

うになってきたかも！ 

この姿をさらに引き出すには… 

もっと目標を細分化してみよう！ 

Ａ 
（改善） 

目標 
（もっと引き出したい姿） 

スモールステップ 
例：１０分間集中して課題に取り組む。 

例：教師の励ましを受けて、５～６分間課題に集中する。 
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◆ 個別の計画 活用のための課題② 

個別の計画を活用するためには、支援会議や個別懇談で、定期的に学校、保護者、関係諸

機関が情報を交換し合い、支援を共有することが大切です。しかし、個別懇談や支援会議で

は、担任と保護者や子供の支援に関わる教師間で、思いや考え（指導観）などの違いから、共

通理解が図られず、結果として支援の共有が不十分な状況が発生します。何故ズレが生ずる

のでしょうか？ 

● 担任と保護者とのズ レ  

● 子供に関わる教師間のズ レ  

ここでは、個別懇談の場面を考えてみましょう。学校でできていることが、家庭ではなか

なかできないなど、生活の場が異なることで、子供の見せる姿には違いが出てくることがあ

ります。 

支援者は、こうしたことを前提に捉えることが大切です。保護者の思いに寄り添い、家庭

での頑張りを認めながら、できそうな支援方法を一緒に考えるという姿勢でいることで、学

校と家庭との足並みをそろえていくことができます。 

中学校特別支援学級と通級指導教室の場面を考えてみましょう。中学校は教科担任制のた

め、複数の教師が特別支援学級の生徒に関わります。教師によって指導観や指導法は様々で

すが、うまくいった方法や活動内容をお互いに共有することで、一致点を増やしていくこと

が可能です。 

また、通級指導教室の場合は、通級による指導が在籍学級での般化につながりにくいとい

う課題があります。子供が通級での学びを実生活で生かしていくためには、在籍学級と通級

とで連携を密にすることが不可欠です。通級指導担当と学級担任が、本音でトークできるよ

うな場づくりや（立ち話や茶話会）や、学級担任の通級指導体験、通級指導担当による在籍

学級での模擬授業などで、教師間の思いの距離を少しずつ縮めていくことが大切です。 

 

教師によって、 

指導観や指導方法は様々だが… 

 

例：教科担任制 
〇〇さん、先生の授業で

やった計算ゲームが楽し

かったって！ 

ぼくもゲーム的なこと 

やってみようかな 
 

 

教師間で 

共有することは可能 
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◆ 個別の計画 活用のための課題③ 

 子供が将来目指す姿を実現できるよう、「長期的」な視点から支援を行っていくことが重要

です。そのため、進学や進級に伴う引継ぎは、特に丁寧に行う必要があります。 

 引継ぎ場面では、よく前任者が次の支援者へ、子供の到達度を伝えることがあります。し

かし、後任者が実際に指導を開始すると、「できる」と思っていたことを、子供が何度も失敗

するなど、後任者が困惑する場合があります。 

● 「糊しろ」の ある引継ぎ  

 私たちが後任者へ子供の到達度を伝えるとき、４月からの新たな環境（指導の場や人）に

よる影響を考慮することが大切です。子供にとって環境の変化が負担になり、「10 回中 8～

9 回成功」していたことが、「7 回以下の成功」にとどまる場合があります。 

「できない」子供に対して、もし新しい担任が注意を繰り返せば、子供は自信を失い、信

頼関係を築くこともなかなかできません。 

こういったことが起こらないためにも、後任者との引継ぎには「糊しろ」をつくることが

大切です。 

● 最初の課 題  

 新年度、最初の課題として設定してほしいのが、前年度までのおさらいや子供が得意にし

ていることです。これが、引継ぎにおける「糊しろ」です。 

やったことのあることや得意なことは、子供の興味・関心を引き出します。また、支援者

が子供を称賛するきっかけも作りやすく、子供との信頼関係の構築につながります。 

前任者は、どんなことが「糊しろ」として適した課題になるのか、次の支援者にしっかり

と引継ぐことが大切です。 

大丈夫、 

もうできます 

３月 

じゃあ、次の目標は〇〇

ですね 

できるはずなのに、 

何でできないの？ 

４月 

叱責 

注意 

前年度 

次年度 

 昨年度までのおさらい 
子供の得意なこと 

↓ 
新年度スタートの課題に 

糊しろ 
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Ｐｌａｎ（計画） 

Ｃｈｅｃｋ（評価） 

Ｄｏ（実施） Ａｃｔｉｏｎ（改善） 

関係諸機関への 

引き継ぎ 

Ｐ（計画） 

〇実態把握 

 （日常の行動観察、諸検査の実施と分析など） 

〇目標設定 

 （指導目標のリストアップ、短期・長期に整理など） 

Ｄ（実施） 
〇授業における適切な支援 

 （活動構成、環境構成、教師の働き掛けなど） 

Ｃ（評価） 
〇評価 

 （目標や達成度の評価、本人の変容、指導者の変容、 

保護者への説明など） 

Ａ（改善） 
〇改善・見直し 

 （指導と評価、評価と目標の整合性、指導の継続など） 

◆ 支援の共有化と適切化 

 
「個別の教育支援計画・個別の指導計画」の計画（P）、実施（D）、評価（C）、改善（A）

を行うことにより、効率的に支援を共有し、支援のネットワークを構築します。このような

サイクルを繰り返すことで、対象となる児童生徒の育ちに合わせた適切な支援を検討するこ

とにつながります。また、在籍する場所や支援者が移り変わっても、継続的に支援を共有す

ることが可能となります。 

◆ PDCA サイクルによる活用の流れ 
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◆ 実態把握（P）のポイント 

○学級担任や教科担任等、複数人による日々の行動観察 

記録、気付き 

 

○諸検査の実施と結果の分析 

 

〇本人のニーズと保護者のニーズ 

○長期目標 

  １年後の姿を見通して設定する。 
 

○短期目標 

  長期目標に段階的に近づいていけるよう、具体的で評価しやすく、達成可 

能な目標をスモールステップで設定する。 

👉ついつい、子供のできないことに注目しがちですが、よいところ、できて

いることに目を向け、積極的に把握しましょう。どのような支援があれば

できるのか、具体的な支援の手立てとセットで把握しましょう。 

👉どのような場面や活動になると、気になる行動が表出するのか、行動の 

背景についての詳細な観察と分析が効果的です。 

👉実態把握で得た子供の情報を整理し、今の力で少し頑張ればできそうなレ 

ベルの目標を設定しましょう。目標は肯定的な表現で、具体的な基準や条 

件を設けると効果的です。 

👉子供自身が目標を理解し、前向きに活動に取り組み、成功体験を積み重ね 

られるようにしましょう。 

◆ 目標設定（P）のポイント 

１１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 適切な支援（D）のポイント 

○学習意欲が高まる支援 

  興味関心や得意な部分を生かす。 

○やってみようと思える支援 

  今の実態である程度できる課題を設定する。 

  課題達成までの道すじ（見通し）を具体的にもてる。 

〇達成感・満足感を味わえる支援 

「認める」「ほめる」場面を効果的に設定する。 

成功体験を積み重ねられる。 

👉同じ目標でも、子供の実態により、支援は変わります。個々の子供の日頃

の行動や障害の状態から、つまずきを予測し、それに応じた個別の支援を

考えましょう。 

👉校内の支援委員会等で、支援の方針を共有することで、子供にとって関わ 

る教員等が変わっても、支援が一貫しているようにしましょう。 

個別の支援を行った結果、対象の児童生徒の変容から、目標に対して適切

に評価し、それをもとに、目標や支援を修正します。 

👉子 供 の 成 長 が 見 ら れ た 点 だ け で な く 、 そ の 兆 し が 見 ら

れ た 点 も 大 い に 評 価 し ま し ょ う 。 子 供 一 人 一 人 の 良 い

点 や 可 能 性 、進 歩 の 状 況 な ど を 評 価 す る「 個 人 内 評 価 」

を 積 極 的 に 取 り 入 れ る こ と が 大 切 で す 。  

👉目 標 に 到 達 し な い こ と も 多 々 あ り ま す が 、 「 う ま く い

か な か っ た 」 と 落 ち 込 ま ず 、 支 援 者 自 身 の 頑 張 り へ の

称 賛 の 機 会 を 確 保 し ま し ょ う 。  

◆ 評価（C）・改善（A）のポイント 
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困り感：携帯ゲームに夢中になり、注意しても夜遅くまでやり続ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実態把握（P） 

・現在、小学校６年生になるが、ゲームは小学校２年生の時、兄の影響で始めた。 

・好きなゲームは、野球やサッカーなどのスポーツ対戦型ゲーム。 

・「もう夜遅いからゲームを止めて寝なさい。」と注意しても、無視してやり続け、深夜０時を過

ぎて寝ることがしばしばある。 

・ゲーム機を取り上げたこともあるが、逆に反抗的な態度をとるようになった。 

・ゲームがうまくいくと、機嫌がよく、自分からお手伝いをしてくれる。 

長期目標：自分で適切なゲーム時間や就寝時間を決めて生活できる。 

短期目標：本人が達成可能なゲーム時間と就寝時間を相談して決め、それらを守って生活でき

る。（ゲームは１日〇時間、午後〇時までに寝る） 

適切な支援（D） 

・目標となる時間は、本人の気持ちを反映させ、納得のいく時間を設定する。 

・日々の活動状況や到達状況が分かる表などを視覚的に示し、目標達成までの見通しをもてるよ

うにする。 

・目標に向かおうとしている姿や目標を達成できた事実について、機を逃さずに称賛する。 

・目標を達成できなかった場合には、本人のマイナス感情に寄り添い、「また、明日があるよ。」

と前向きな言葉を掛ける。 

短期目標は１週間を目安に見直す。設定目標を継続して達成できるようになり、成功体験も積み

重ねられたので、適度な負荷がかかるよう目標の時間を微調整する。 

目標設定（P） 

評価（C）・改善（A） 

頻度の高い事例での PDCA サイクル 

１３ 



 

 

 

切れ目なく一貫した支援を行うには、学校間、学校内の引継ぎがポイントです。 

次のページからは、３つの事例をとおした効率的な引継ぎを解説しました。要点をまとめ

ると、次のとおりです。 

 

事例１：小学校 進級時における引継ぎ 

 
ポイント 

 
 
 
 
 
 
事例２：中学校における校内連携 

 
ポイント 

 
 
 
 
 
 
事例３：中学校から高等学校への移行における連携 

 
ポイント 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

◆ 活用事例ダイジェスト 

教師と支援が必要な子供が、まだ十分に知り合っていない

時期を重視し、十分な配慮を行うことが必要となる。 

引継時間が短く、情報が多くなりがちな引継については、

情報を精選し、優先度の高い事項に絞ることが大切である。 

支援共有の第一歩は、ほんの短い時間でも関係教員がこま

めに、その子供の話題を取り上げることである。 

１４ 



１．概要 

   Ａさんは入学当初から「気になる子」として校内の支援会議等で名前の挙がっていた子

供です。Ａさんの通う小学校では２年生から３年生へ進級する際にクラス替えがあり、新

しい担任やクラスメートとの生活がスタートします。Ａさんが３年生へ進級するに当たり、

Ａさんを受けもつことに不安を感じる新担任と、前担任との間で行われた引継ぎの事例です。 
 

２．引継ぎの流れ 

〈３月末〉 

Ａさんの個別の教育支援計画をもとに、担任間で引継ぎを行いました。前担任は、新年度をス

ムーズにスタートできるような引継ぎにしようと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａさんが１年生のときの個別の教育支援計画】 
 

個別の教育支援計画 

実態 
活発で物おじしない性格。集中できる時間が短く、授業中に立ち歩いたり、指示を聞

き逃したりすることが多い。 

願い 
〈本 人〉もっと勉強をがんばりたい。 

〈保護者〉友達と仲良くしながら、落ち着いて学校生活を送ってほしい。 

長期目標 最後まで席を離れず学習活動に取り組む。 

 

【前担任のエピソード記録】 

 

 

 

 

 

事例１．小学校 進級時における引継ぎ 

 

◆ 新年度をスムーズにスタートできる引継ぎのために 
 

  前担任はＡさんを入学時からもち上がりで２年間担任しました。新担任との引継ぎでは、子供

の基本的な情報とともに、Ａさんと関係を築くまでの試行錯誤が伝わる、象徴的なエピソードも

併せて伝えました。 

 

 

 

 

 

● 子供の基本情報 
 
・子供の特性（学習や行動上の特徴） 

・興味・関心のあることや強み 

・顕著な課題と有効な支援の手立て 等… 

● 本人とのエピソード 
 

最初の頃の失敗した対応など、試行

錯誤しながら適切な支援に至ったこと

がわかるエピソード。 

 

〈４月～〉 授業開始時から手いたずらをしたり、離席して友達にちょっかいをかけたりしている。 

〈対応①〉 余計な刺激に反応しないよう、一番前の席にする。席を離れたり、話を聞いていなかっ

たりしたら、その都度口頭で注意を促す。 

 

〈結果〉 離席することは減ったが、相変わらず手いたずらが多く、集中していない様子が見られる。

口頭で注意を促すと、その時は指示に従うが、しばらくすると再び手いたずらが始まる。 
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〈新年度４月〉 

不安が和らいだ新担任は、引継いだ情報をもとに支援をスタートしました。Ａさんの対応でう

まくいかないことがあっても、ラポートを築くまでに想定されることと理解し、注意を最小限に

止めてＡさんに関わることができています。新担任が心にゆとりをもって粘り強くＡさんへ関

わることで、Ａさんは新しい担任に対して信頼を寄せ始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 担任間の引継ぎで大切にしたいこと 

 

前担任が築いた支援は、引継ぎの重要な資料です。しかし、新しい担任が成熟した支援のノウ

ハウを形だけ真似しても、うまくいかないことがあります。「聞いた通りやったのにうまくいか

なかった」、「あの先生だからうまくいく。自分ではだめだ」など、引継ぎが無駄になったり、新

しい担任が自信を失ったりする場合があります。 

こうすればいい、という支援情報を引継ぐことは確かに大切ですが、新任者にとって力になる

のは、前の担任がどのように子供と信頼関係を築き、その子供に合った支援を見つけていったの

か、大変だった時期や失敗したエピソードを交えて語られる子供との思い出話です。「出来上が

った支援」の裏話は、新担任が子供との関係を築いていくための、また以前のやり方を踏襲しつ

つも自分の持ち味を生かした支援を展開していくための、重要な糸口になるからです。 

 

◆ 新年度４～５月が勝負 

 

  学級開きをして最初の４～５月、「気になる子」として申し送りのあった子供が問題を起こさ

ず比較的落ち着いて見えることがあります。新しい環境に慣れるまでの間、新鮮さや緊張から大

人しくしているパターンです。運動会やＧＷを経てだんだん気持ちが緩んでくる頃に、問題が表

面化してきます。一見問題なく見える４・５月ですが、実は子供はフラストレーションをため続

けていることがあり、その場合はちょっとしたきっかけで爆発してしまいます。 

  「気になる子」に対しては、特に問題が見られないと思っても、最初の４、５月は意識してプ

ラスの関わりを行うことが重要です。小さいと思う不安に対しても先送りせずに対応し、大きな

問題に発展することを防ぎます。 

ポイント 

〈対応②〉 Ａさんと担任との間で二人だけのサイン（※）を決める。授業中に担任がクラス全体に

「大事なことを言います」と声掛けした時、Ａさんも注意を向けていたら、Ａさんにサイ

ンを送るようにする（授業後も多いに称賛し、連絡帳に💮ハンコを押す）。 

 

 

 

〈結果〉 担任のサインを楽しみにして、「大事なことを言います」という前置きがあると、注意を向

けることが増えてきた。 

うまくいっていると思っていた

〇〇先生も、Ａさんの対応で悩む 

ことがあったのね 

※ Ａさんが望ましい行動をした時、Ａさんだけに分かるようピースサインを送って称賛し、

本人が達成感を得られるようにした。 
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１．概要 

中学新１年生のＢさん。小学生の頃から個別の教育支援計画に沿った支援を受けています。本

人が中学校で安心して生活できるよう、特別支援学級の担任が中心となり、Ｂさんに関わる他の

教員との連携を図りながら支援に当たりました。 

 

〈小学校から引き継いだ個別の教育支援計画〉 
 

個別の教育支援計画 

実態 

・小４から自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍。中学校でも引き続き特別支援学級に

在籍する。自閉スペクトラム症の診断あり。 

・言葉のとらえ間違いが多く、会話がかみ合わないことがある。視覚的な情報を合わせ

て伝えると理解しやすい。 

・他者の助言や注意に対して被害者的に受け止める傾向があり、反発することが多い。

身近な大人と一緒にその時の気持ちや状況を整理することで、少しずつ肯定的な受け

止め方ができるようになってきた。 

願い 
〈本 人〉もっと人とのコミュニケーション力をつけたい。 

〈保護者〉他者との適切な関わり方を身につけてほしい。 

長期目標 適切なコミュニケーションの方法を知り、相手と関わることができる。 

 

２．校内連携の流れ 

〈４月～５月〉 新年度がスタートしてしばらく経った頃、Ｂさんが交流学級へ行くのを嫌がるよ

うになりました。特別支援学級の担任が理由をたずねると、「授業がつまらない」「〇〇先生が嫌

い」という答えでした。担任が当該の教師にもそれとなく事情を聞いてみると、Ｂさんは机に寝

そべっていることが多く、授業態度を注意しても改善されないという話でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例２．中学校における校内連携 

 

 

 

 

 

 ◆ 個別の教育支援計画の記載をもとに、担任が交流学級の様子を観察すると、Ｂさんが机に寝そ

べるのはグループ活動の時であることがわかりました。他の生徒との関わり方がわからず、活

動に参加できないためだと推測できました。また、授業態度を注意されたことがきっかけで、

交流学級の担当教師に対する苦手意識が強くなったことが考えられました。 
 

◆ さらにＢさんの保護者から話を聞き、Ｂさんが小学生の時に周囲から孤立していた時期があっ

たこと、その経験から自己肯定感が低くなり、他者の言動に対して過敏に反応するようになっ

たことがわかりました。 

 
【個別の教育支援計画からの情報】 

 ・Ｂさんは相手の意図を理解することが難しく、言葉でのやりとりを苦手としている。 

 ・相手の言動に傷つきやすく、注意や助言に対して反発しやすい。 
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〈６月～〉 交流学級の教師の対応が変わってきたことで、Ｂさんが行き渋ることは徐々に少なく

なりました。特別支援学級に戻ってくると、どんなことをしたのか、楽しそうに担任や仲間たち

に報告してくれます。担任は他の教師にＢさんの良い姿を伝えました。Ｂさんを取り巻く支援の

輪が、プラスの方向へ回り始めました。 

 

 

 

 

 

 

Ｂさんの通う中学校では、４月の新体制が整った時点で校内委員会を開き、支援が必要な生

徒について情報共有が図られています。しかし、全教職員が共通認識しているわけではなく、

生徒の支援ニーズに対する考え方は、それぞれに委ねられている状況がありました。 

   担任は当該の教員を含め、Ｂさんに関わる教職員と改めて対応方針について、話す必要があ

ると感じました。 

 
◆ 全員が揃って打ち合わせできる時間がもてなかったことから、担任は機会を見つけてはＢ

さんと関わりのある教員へ声を掛けていきました。この学校の職員室には「湯茶コーナー」

があり、コーヒーを片手にリラックスして話ができる、教職員が自然と集まってくる場所に

なっています。担任は他の教師とコンタクトを取りたいとき、よく「湯茶コーナー」を利用

しました。会議とは違って気軽に生徒の話ができ、交流学級の担当教師とも徐々に支援に

ついて共通認識することができました。 

 

◆ さらに、全教職員に向けて学級便りを配布することにし、Ｂさんを含め、学級の生徒たち

にこの学級便りの配布係を行わせました。このことによって、Ｂさんや特別支援学級の生徒

に声を掛けてくれる教師が増え、これまでは接点がもちにくかった教師とも、生徒の話題で

コンタクトが取れるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂさんの対応について確認したこと 

・グループ活動の時は、必要に応じて教員がＢさんと他の生徒との橋渡しをする。同時に

特別支援学級において、実際の学習・生活場面を想定した相手とのコミュニケーション

の図り方、自分の考えや気持ちの伝え方を指導する。 

・Ｂさんが自己肯定感を高められるよう、本人に関わる教員はプラスの声掛けをする。特別支

援学級では、Ｂさんが自己肯定感を基に自分の特性を正しく理解するための指導を行う。 

〇〇先生、この前はＢさんに

温かい言葉を掛けてくれて、

ありがとうございました 

  

中学校では教える学年や教科が異なると、教員同士で接点がもちにくい場合があります。

Ｂさんの中学校では、特別支援学級の担任が他の教員へ地道に働き掛けていくことによって、

少しずつ共通理解を進めていくことができました。 

校内の支援体制をうまく機能させるための一番のカギは、教員同士がコーヒーを片手に日々

気軽なやり取りを重ねることです。 

 

ポイント 
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１．概要 
 

中学校の自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍している３年生のＣさん。卒業後は定時制高等

学校への進学を希望し、入学が決まりました。Ｃさんが新しい環境へスムーズな一歩を踏み出せ

るように、中学校と高校との間で引継ぎを行いました。 

 

〈中学校から引き継いだ個別の教育支援計画〉 
 

個別の教育支援計画 

実態 

・小３から自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍。自閉スペクトラム症の診断がある。 

・控えめでまじめな性格。頼まれた用事や係の仕事にこつこつ取り組むことができる。 

・集団活動や騒がしい場所が苦手で気持ちが不安定になりやすい。見通しをもたせ

ることで、少しずつ対応できることが増えてきている。 

願い 

〈本 人〉話せる友達を増やしたい。高校を卒業して大学に進学したい。 

〈保護者〉さまざまなことに楽しみながら取組み、自信を深めてほしい。もっと自分

の気持ちや考えを周囲の人に発信できるようになってほしい。 

長期目標 ・困ったときに自分から教師や友達に援助を求めたり、相談したりすることができる。 

 

２．引継ぎの流れ 

〈３月 合格発表後〉 送り出す側の中学校から受け入れ先の高校へ、要支援の生徒についての情報

が確実に引き継がれるように、引継ぎ会を設定しました。Ｃさんについても、保護者の同意を得

て、教育支援計画をもとに引継ぎを行いました。 
 

※ 担当者が異動する場合もあることを考慮して、当該生徒に詳しい教職員がいる間に迅速な引継ぎが

望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例３．中学校から高等学校への移行における連携 

 

 

【会場】中学校 会議室 
 

【参加者】各校の特別支援教育 Co、当該学年の学年主任（学年の代表） 
 

時間的な制約があることから、送り出す側は、できるだけ情報を精選して伝えることが重要

です。例えば、要支援の生徒の中でも、特に配慮の必要な３名ほどに絞り、他の生徒について

は書面上の引継ぎで済ませることも考えられます。 

Ｃさんについては、比較的安定している生徒だったため書類での引継ぎを行いました。必要

な情報が進学先の高校へきちんと伝わるように、次の観点で情報をリスト化して、作成した資

料をもとに引継ぎを行いました。 

【引継ぎ会】 
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〈４月 新年度スタート〉 新体制が整った時点で特支 Co を中心とした支援会議を開き、引継ぎ会

で得た情報をもとに、Ｃさんを含めた要支援生徒の情報共有や校内支援について話し合いました。 
 

〈４月 入学式・学年行事〉 新体制で改めて共通理解を図り、Ｃさんに対しては次のような支援を行

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

校種間でつながりのある支援を実現したことで、Ｃさんはスムーズに４月のスタートを切るこ

とができ、その後の安定した学校生活に結び付きました。 

 

 

 

 

 

 
 

【引継ぎ資料の内容】 
 

◆ これまでの経過に関すること 

   ・できないことだけでなく、Ｃさんの強みや得意なこと、興味・関心のあること。 

   ・有効だった支援の手立てやできるための条件・状況。 

   ・問題が起きた時の教職員の対応と本人の反応（対応がうまくいった時・うまくいかなか

った時のエピソード）。 

   ・教科ごとの必要な支援（特にないときは未記入にする） 
 

◆ 今後の見通しに関すること 

   ・入学直後に予想されることや必要と思われる支援。 

   ・現時点でのＣさんの実態や本人・保護者の願いから導き出される今後の目標。 

 
◆ 入学式 

・入学式の次第を事前に家庭へ送付し知らせる。 

・当日は希望があれば列の最後尾に並んでよいことを伝える。また、辛くなったら式の途中

で抜けてもよいこと、その時の待機場所・対応職員について本人と確認する。 
 

→ あらかじめ式の見通しがもてたことや別室が用意されたことで不安が軽減し、Ｃさんは

最後まで入学式に参加することができました。この経験は本人にとって大きな自信になり

ました。 
 

 ◆ 学年行事（スポーツ大会） 

  ・事前に予定を知らせて見通しをもたせる。 

  ・当日は担任や他の教職員が適時本人の様子を確認したり、声を掛けたりする。 
 

  → はじめは不安がっていたＣさんですが、教員が適時声掛けすることで辛い時に SOS サ

インを出すことができ、小休憩をはさみながら最後まで参加することができました。また、

教師が仲立ちすることで他の生徒と言葉を交わすことができました。 

 

 

中学校と高校との間の引継ぎは、合格発表後、速やかに行う必要があります。時間が限ら

れているため、送り出す側はある程度情報を精選して、特に優先度の高い配慮事項について進

学先に伝えることが大切です。受け入れ側は引き継いだ情報をもとに、入学後も適切な支援が

受けられるように体制を整えます。 

校種の移行は大きな環境の変化が伴います。生徒が安心して新生活をスタートできるよう

に、中高で情報を確実に引き継ぐことが求められます。 

ポイント 

２０ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別の教育支援計画・個別の指導計画」は、「支援内容の検討・共通理解」「保護者との

面談」「引継ぎ」などの場面で活用しましょう。 

支援内容の検討・共通理解 

保護者との面談 

引継ぎ 

・教育、医療、福祉、労働等、児童生徒が関わる機関において、支援の関係者

が支援の内容や方法の共通理解を図り、同じ対応ができるよう、細かな部分

まで具体的に話し合います。 

・実際に支援をした結果について、有効な支援や改善点について、定期的に支

援会議で検討します。 

・専門家や巡回相談等の支援の依頼時には、資料となります。 

 

・本人や保護者の将来への願いや、それに向けた校内での指導支援のあり方を

検討する資料となります。 

・目標、支援、評価において、保護者と具体的な話し合いをもち、合意形成を

図りましょう。 

・保護者の心情を十分理解し、気持ちに寄り添いながら、共に歩む姿勢で臨み

ましょう。 

・小・中・高の各ライフステージや医療・福祉・労働等の関係機関との連携ツ

ールとして、つながりを密にします。 

・生活や環境、人的配置が変わっても、支援の継続性が確保できるように、学

校として組織的に対応し、早めの引継ぎにこころがけます。 

・進学先や就労先への引き継ぎの時は、多くの個人情報を含むため、本人・保

護者の同意を得ておくことが、特に大切です。 

◆ 個別の計画 活用場面の例 
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〈個別の教育支援計画等を無理なく活用するために〉 
 

個別の教育支援計画・個別の指導計画は、活用することが大切です。まずは、実態把握をもと

に支援チームで計画案の素案をつくり、保護者との話し合いを通じて、保護者の願いも踏まえな

がら、書き直したり書き加えたりします。また、子供に合わせて随時目標や支援を修正していけ

るよう、支援チームで相談することが必要です。 

 

〈計画の適切な評価と改善のために〉 
 

計画に基づいた指導や支援が適切であるかどうか、定期的に見直しましょう。そのために、か

かわる支援者同士が子供について、こまめに情報交換できる場と関係づくりが大切です。複数の

目で子供を見守ることで、子供の成長や変容を多面的に捉えることができ、計画の適切な評価に

つながります。それが、次の指導目標や指導内容のヒントにもなっていきます。 

 

〈切れ目なく支援を引き継ぐために〉 
 

移行期には、かかわる支援者や環境が変わっても、子供がスムーズに適応できるよう、必要な

支援が確実に引き継がれることが望まれます。進学先や関係機関へ情報を引き継ぐことについて

は、保護者の同意が前提となります。本人・保護者がプラスと思えるように、支援者は個別の教

育支援計画・個別の指導計画の活用を促していくことが大切です。 

 

〈早期からの一貫した支援のために〉 
 

乳幼児期における成長の記録や指導内容等に関する情報について

は、関係機関が共有し活用していくことが求められます。県では、ラ

イフステージを通じた支援のために、平成２２年に「相談支援ファイ

ル」を作成し、活用を促しています。相談支援ファイルは、出生から

発達の経過、医療に関する記録、福祉サービス等の支援やライフステ

ージごとの支援プランを一冊にまとめることで、障害のある方やその

家族の情報を一元化し、支援者が連携し適切な支援を行っていくツー

ルとなります。認定こども園・幼稚園・保育所において作成される個

別の教育支援計画等と合わせて、相談支援ファイルの情報を小学校へ

引き継ぐことが、早期からの一貫した支援につながります。 

 

 

 

 

 

◆ 活用の際の留意点 

個別の教育支援計画・個別の指導計画は、支援者が組織的・継続的に関わる中で、

連携のツールとして長く活用され、必要な指導及び支援が切れ目なく行われるこ

とが望まれます。 
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○小学校学習指導要領（平成２９年告示） 文部科学省 

 

○中学校学習指導要領（平成２９年告示） 文部科学省 

 

○特別支援学校幼稚部教育要領 小学部・中学部学習指導要領（平成２９年告示） 

文部科学省 

 

○障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援について（通知） 文部科学省 

 

○活用しよう！「個別の教育支援計画」 茨城県教育委員会 

 

○豊橋版 個別の教育支援計画の活用と引き継ぎの手引き この子の未来のために 

豊橋市小中高特連携教育推進協議会／豊橋市教育委員会 

 

○『個別の教育支援計画』作成・活用マニュアル 富山県教育委員会 

 

○相談支援ファイル 新潟県教育委員会・新潟県障害福祉課 

 

◆ 参考資料 
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